














 [要約]  :母子間で展開されるコミユニケーションにおいて、自己不全感がどのようにし

て母親から子どもへと伝達されるかを知る目的で調査を行なった。今回の調査の対象は某

公立中学校の 2年生 106 名とその母親である。用いた調査用紙は、自分が母親にある発言

をした時に母親が返すであろう返答を二つの群に分け、どちらの群の返答をされることが

多いと子が感じているかを知るためのものである。この場合、ある「発言」は、例えばテ

ストの点数が悪かったことを報告するといった、子どもが自分の「もろさ」を親に明かす

ものが主として選択提示してある。母親に記入させる場合は、母親が中学生時代に、自分

の母親がどのように返答したかを想起して選ぶように指示してある。子があるメッセージ

を出した場合に母親が示すであろうと子が考える二つの応答群は、

(i)自己不全感喚起的応答群、

(ii)自己完結的応答群

とされ、自己不全感喚起的応答群での合計点数が高い場合には、 「自己評価が低い」、 「学

校に行きたくない気持ちか強い」ことと相関することかすでに示されている。

また、親の反応及び子どもの反応 8項目から、どの程度母親との間に交されるコミュニケ

ーションの在り方が、子どもの自己不全感あるいは自己完結感を説明し、またどの程度母

親のコミュニケーション反応特性が子に伝えられるかを検討した。


